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メコン地域と中国の消費市場のダイナミズム
− Dynamic Consumer Market in China and Mekong Region−
日　　時：2015 年 6 月 20 日（土）13：00 ～ 17：30
会　　場：専修大学神田校舎 7 号館 3 階　731 教室
　　【挨拶・趣旨説明】小林　守（アジア産業研究センター代表 / 専修大学教授）
講演：　
　　陳　立平（首都経済貿易大学・工商管理学院主任教授）
通訳：李　雪（（公財）流通経済研究所　特任研究員）
　　　　　　　－中国における地域密着型小売業態を拠点にしたオムニチャネル戦略の展開－
　　謝　周佩（アリババ集団アリババ研究院　研究総監）
　　呂　志彬（アリババ集団アリババ研究院　研究マネジャー）
 通訳：李　雪
　　　　　　　－中国のネット市場とアリババの経営戦略－
　　渡辺　達朗（アジア産業研究センター研究員 / 専修大学大学院商学研究科長・教授）
　　　　　　　－中国・昆明における百貨店事業の展開とラオス出店について－
　　佐原　太一郎（いわき明星大学教養学部助教）
　　　　　　　－ベトナムにおける東南アジアリージョナル小売企業の展開－
　　【総　括】渡辺　達朗
総合司会：岩尾　詠一郎（アジア産業研究センター研究員 / 専修大学教授）
　専修大学において、平成 26 年度に文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業としてアジア産
業研究センターが設立されました。本センターの研究は、「生産」・「流通」・「物流」・「経営」の 4 つの
側面からメコン地域諸国と関連周辺地域の市場を分析することをテーマとしています。なお、これに
加えて、昨今の市場統合による中小企業（日系企業・現地企業）に対する影響も併せて調べていこう
とするものであります。今回のシンポジウムでは、メコン地域と陸上国境で接し、流通業の進出やイ
ンターネット販売で影響を与えている中国企業の動向を検討します。併せてベトナムなどの地場の小
売業の発展段階についても触れ、比較・検討するものといたします。
8講演（2），（3）につきまして、都合により講演者変更となりました。当日のプログラムにつきましてはP.7をご覧ください。
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アジア産業研究センター代表　小林　守
会場の様子
首都経済貿易大学・工商管理学院　陳　立平主任教授
10
いわき明星大学教養学部　佐原　太一郎助教
アジア産業研究センター研究員　渡辺　達朗
